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Frequent GNAS and KRAS mutations in pyloric
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独文辞査番長
(単位能文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント, 60 0字以内で作成のこと。 )
胃腺膿は勝型腺腺と胃型腺鹿に大別され、胃型腺膿はさらに腺窟上皮型脇腹と幽門腺腺鹿に細
分される。 2種類の胃型腺鹿(腺寓上皮型鹿渡と幽門腺腺腫)は組雑学的ヽ免疫組織学的に異
なる疾患であることが報告されているが、分子生物学的相違についての検討はなされていない。
本研究では、胃・十二指腸腰痛(腺膿、浪癌)における拐協岨m&戯眠cnmnβ-catenin)
遺伝子変異の有無を検射し、以下の点を明らかにした。
i.幽門腺腺渡35例中22例(63籾【胃腺鹿23例中1エ例、十二措捗腺腫12例中11例】にems
遺伝子変異を箆めた。
2.由脚連伝子変異は、膿型腺膿、腺寓上皮型腺慮、腺癌では静めなかった寸
3.幽門腺腺腫35例中14僻(41%) [胃腺鹿23例中9例、十二指腸腺鹿12例中5例]にKIMS
遺伝子変異を瓢めた。
4.勝型腺膿の9%、腺席上皮製鹿渡の9%、腺癌の1割こ戯糾S漣伝子変異を圃めたが、幽門腺腺
鹿と比敬してその頻度は有意に低かった。
5.脚遺伝子変異はすべての検体で藤めなかった。
crmi遺伝子変異を胃の埠型腺嘘6 %に罪めた。
7.ミスマッチ修復蛋白発現の欠損の頻度は、幽門脇腹鹿、腸型腺鹿と比較して腺寓上皮型腺
塵において有意に高かった。
本翰文は、胃・十二揮腸腺鹿の漣伝学的背景について新しい知見を与えたものであり、最終解
散として稔文内容に関連した賦閏を受け合格したので、博士(医学)の学位輸文に値するもの
と啓められた。
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